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本日の内容
海床ロボットとは？

海床ロボット開発の歴史

海床ロボットの実証実験

海床ロボットの今後に向けて

25 May '22
海のおける次世代モビリティに関する産学官
協議会



海床ロボットとは？
日本の都市は水辺（川辺・海辺）を中心に形成
されてきたが、近年、都市過密化によって交通、
物流、環境、防災等の課題が複雑に絡み合って
いる。

このような課題に対して、人・物の移動を支え
るうえで、都市部の低未利用水域を活用するこ
とを考え、都市型自動運転船「海床ロボット」
の開発を行うとともに、社会実装を目指した活
動を行っている。
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令和４年５月現在の海床ロボットコンソーシア
ムメンバーは下記の通り。

竹中工務店

東京海洋大学海洋工学部清水研究室

ＩＨＩ＋ＩＨＩグループ各社

炎重工

新木場海床プロジェクト

水辺総研

ウォーター・スマート・レジリエンス研究協会

あいおいニッセイ同和損害保険



海床ロボットとは？

海床ロボット ホームページ
（https://umidokorobot.com/）
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水に浮かぶ「自動で動くことのできる床」である。

床に何を乗せるか？によって機能が変化する。

船舶検査が不要なミニボート（長さ3m未満で推進
機関の連続最大出力が1.5kW未満の船舶）として
開発する。



海床ロボット開発の歴史
2017年、ＭＩＴセンサブルシティラボ、アムス
テルダムのＡＭＳによるプロジェクト「ＲＯＢ
ＯＡＴ」の調査を行った。

2018年、経済産業省からの調査を受託して、都
市型水上ロボットの社会実装と国際標準化戦略
策定に向けた国内外の調査を実施した。

その後、国内企業・研究機関が集まって、実証
実験に向けた機器開発を開始した。
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海床ロボットの実証実験（１）
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海床ロボットの実証実験（２）
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海床ロボットの実証実験（３）
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海床ロボットの今後にむけて
ヒト・モノを運ぶサービスモデル

多くの人を運ぶ交通手段、各地点を結ぶ都市交通を担う定期船

オンデマンドな移動手段、タクシーのように３、４名が乗る船

ロジスティクスでの活用、河川・運河での積替を想定した物流船

アタッチメントによるサービスモデル

まちの課題を解決する水上プラットフォーム船

多目的フローティングスペースとして活用、多目的に活用される箱型船

水上ステージとして連結可能なフラット船で、新たな空間を創造

高機能な桟橋サービスモデル

移動可能な桟橋、自走して移動することができる

水辺のイノベーションを支える高機能桟橋


